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『
皇
學
館
学
園
報
』が
発
刊

さ
れ
た
の
は
平
成
16
年
９
月

10
日
で
、
そ
れ
ま
で
の
「
Ｋ
―

ら
い
ふ
」
に
代
わ
る
学
園
広

報
の
媒
体
と
し
て
出
発
し
た
。

以
来
、
今
回
で
１
０
０
号
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
20
年

に
わ
た
っ
て
学
園
の
出
来
事

と
人
々
の
活
躍
を
伝
え
て
き

た
▼
小
欄
「
倉
田
山
春
秋
」

は
第
20
号
（
平
成
21
年
５
月
25

日
）か
ら
で
あ
る
。取
り
上
げ

ら
れ
る
話
題
は
様
々
で
、
記

事
に
関
係
す
る
も
の
は
も
ち

ろ
ん
、
倉
田
山
の
日
常
や
神

宮
の
お
祭
り
、
社
会
の
出
来

事
、
学
術
エ
ッ
セ
イ
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
▼
ち
な
み
に
小

欄
が
始
ま
っ
て
か
ら
99
号
ま

で
の
テ
ー
マ
を
分
類
し
て
み

る
と
、
最
も
多
い
の
が
、
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
係
す
る

も
の
が
27
件
で
全
体
の
34
％

を
占
め
る
。
次
い
で
季
節
に

寄
せ
た
も
の
が
15
件
な
ど
と

な
っ
て
い
た
▼
こ
う
し
て
振

り
返
っ
て
み
る
と
教
育
内
容

の
充
実
に
強
い
関
心
を
持
っ

て
執
筆
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
▼
一
方
で
、
学
園
報
と

銘
打
ち
な
が
ら
、
皇
學
館
高

等
学
校
・
中
学
校
に
関
す
る

コ
ラ
ム
は
わ
ず
か
に
２
件
。

い
ず
れ
も
周
年
事
業
に
関
す

る
も
の
だ
っ
た
の
は
反
省
す

べ
き
点
で
あ
ろ
う
▼
２
０
０

号
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
話
題

を
４
５
１
文
字（
記
号
・
句
読

点
を
含
む
）
で
描
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
今
か
ら
楽
し

み
で
あ
る
。
乞
う
ご
期
待
。

　我
が
や
ど
に

　
月
お
し
照
れ
り

　
　
　
ほ
と
と
ぎ
す

心
あ
れ
今こ

夜よ
ひ

　
来
鳴
き
と
よ
も
せ

大お
お

伴と
も
の

書ふ
み

持も
ち

令
和
６
年
度
皇
學
館
大
学
入
学
式

６
１
６
名
が
入
学

　
令
和
６
年
度
皇
學
館
大
学
入
学
式
が
４
月
３
日
、
本
学
記
念
講
堂
で
挙
行
さ

れ
、
大
学
院
13
名
、
神
道
学
専
攻
科
10
名
、
学
部
生
５
８
７
名
、
編
入
学
生
６

名
の
計
６
１
６
名
が
一
堂
に
会
し
た
。
同
月
８
日
、
９
日
に
は
新
入
生
神
宮
参

拝
が
５
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、
入
学
を
許
可
さ
れ
た
喜
び
を
奉
告
し
た
。

█「
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
新
し
い
皇
學
館
の
創
生
を
」

　

４
月
３
日
午
前
10
時
、
本
学
記
念
講

堂
に
お
い
て
皇
學
館
大
学
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
た
。国
歌
斉
唱
、令
旨
奉
読
に
続

く
学
長
式
辞
で
河
野
訓
学
長
は
「
学
修

者
で
あ
る
学
生
の
皆
さ
ん
が
『
何
を
学

び
、身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
』

が
大
学
教
育
に
問
わ
れ
て
い
る
」
と
語

り
、
生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
る
姿
勢

を
在
学
中
に
培
っ
て
ほ
し
い
と
説
い
た
。

ま
た
、
本
学
が
近
隣
の
自
治
体
や
企
業

等
と
産
官
学
連
携
を
結
び
、
諸
課
題
の

解
決
に
一
体
と
な
っ
て
挑
戦
し
て
い
る

こ
と
に
触
れ
、
地
域
と
の
交
流
活
動
を

通
じ
て
伊
勢
志
摩
地
域
や
故
郷
の
市
町

村
を
支
え
て
い
こ
う
と
の
志
を
持
つ
人

材
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
を
込
め
た
。

さ
ら
に
「
４
年
間
の
学
び
を
通
し
て
自

分
自
身
の
固
有
の
価
値
と
使
命
と
は
何

█

５
年
ぶ
り
の
入
学
奉
告
参
拝

か
を
探
求
し
、
学
び
の
成
果
を
社
会
に

生
か
す
道
を
見
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と

続
け
、
新
し
い
仲
間
や
教
員
と
の
瑞
々

し
い
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、
伝
統
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
新
し
い
皇
學
館
を

創
生
し
て
も
ら
い
た
い
と
激
励
し
た
。

　

小
串
和
夫
理
事
長
は
告
辞
で
「
こ
こ

神
宮
の
ご
鎮
座
地
は
、『
元げ

ん

々げ
ん

本ぽ
ん

々ぽ
ん　

』

は
じ
め
を
は
じ
め
と
し
、
本
を
本
と
す

る
と
こ
ろ
。
諸
君
は
必
ず
や
日
本
人
の

自
覚
に
目
覚
め
て
く
だ
さ
る
と
確
信
し

て
止
み
ま
せ
ん
」
と
力
強
く
語
り
、「
こ

れ
か
ら
の
４
年
は
、
長
い
よ
う
で
、
ま

た
短
い
期
間
で
あ
り
ま
す
。
精
華
寮
寮

歌
の
如
く
、「
世
の
喧
騒
を
他
所
に
し
、

理
想
に
進
む
若
人
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

が
目
指
す
と
こ
ろ
の
学
問
に
専
念
し
、

併
せ
て
心
を
練
り
身
体
も
鍛
え
て
く
だ

さ
い
」と
述
べ
た
。最
後
に「
慎つ

つ
し
み
て
な
お
こ
た
り
そ

之
莫
怠
」

と
の
言
葉
を
引
用
。「
常
に
謙
虚
な
姿
勢

で
日
々
着
実
、
積
極
的
に
歩
み
を
進
め
、

省
み
て
悔
い
の
な
い
青
春
を
」
と
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
新
入
生
を
元
気

付
け
た
。

　

今
年
度
は
入
学
奉

告
参
拝
が
５
年
ぶ
り

に
再
開
さ
れ
、
２
日

間
に
分
か
れ
行
わ
れ

た
。
８
日
に
神
道
学

科
・
国
文
学
科
・
専

攻
科
・
現
代
日
本
社

会
学
科
、
９
日
に
教

育
学
科
・
国
史
学
科
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、ま
た
、大

学
院
生
は
各
専
攻
の
学
科
に
参
加
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
手
水
舎
で
手
や
口
を
清

め
る
と
、
整
列
し
て
参
進
。
外
宮
で
は

正
宮
を
参
拝
し
た
後
に
多
賀
宮
を
遥
拝
、

内
宮
で
は
御
垣
内
参
拝
の
後
、
荒
祭
宮

を
遥
拝
し
、
大
学
入
学
を
奉
告
し
た
。

　

８
日
は
小
雨
が
降
る
中
で
の
参
拝
と

　

入
学
生
宣
誓
で
は
大
学
院
、
専
攻
科

及
び
各
学
部
の
代
表
５
人
が
登
壇
。
順

に
宣
誓
書
を
読
み
上
げ
た
。
そ
の
ひ
と

り
、
文
学
部
神
道
学
科
の
宮
田
一
秀
さ

ん
は
神
職
を
目
指
し
て
本
学
へ
の
入
学

を
決
意
し
た
と
語
り
、「
幼
い
頃
か
ら
日

本
文
化
に
憧
れ
、
神
社
や
神
道
に
関
心

な
っ
た
が
、
９
日
は
朝
方
の
大
雨
も
止

み
、無
事
に
両
宮
参
拝
が
行
わ
れ
た
。学

生
か
ら
は
「
事
前
に
あ
っ
た
指
導
の
お

か
げ
で
無
事
に
参
拝
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
実
際
に
体
験
し
な
い
と
わ
か
ら
な

い
こ
と
も
多
い
の
で
、今
回
、こ
う
し
た

機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
良
か
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

を
持
っ
て
い
た
。
伊
勢
神
宮
の
お
膝
元

で
学
べ
る
こ
と
は
魅
力
」
と
こ
れ
か
ら

始
ま
る
学
生
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
。

　

11
時
か
ら
は
参
拝
指
導
や
校
歌
・
応

援
歌
指
導
が
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、
保
護

者
と
教
職
員
に
よ
る
懇
談
会
が
学
科
別

に
行
わ
れ
た
。

　
本
学
で
は
令
和
5
年
度
、
文
部

科
学
大
臣
の
認
証
を
受
け
た
評
価

機
関
で
あ
る
「
公
益
財
団
法
人
大

学
基
準
協
会
」
に
お
い
て
大
学
評

価︵
認
証
評
価
︶を
受
け
、審
査
の
結

果
、
令
和
6
年
3
月
₂₇
日
付
で
同

協
会
の
大
学
基
準
に「
適
合
」し
て

い
る
と
認
定
さ
れ
た
。

　
提
言
で
は
長
所
と
し
て
、
地
域

の
課
題
解
決
・
活
性
化
を
目
指
す

多
様
な
社
会
連
携
・
社
会
貢
献
活

動
と
し
て
、
連
携
先
を
伊
勢
志
摩

地
域
全
域
に
加
え
、
そ
れ
以
外
の

三
重
県
内
の
市
町
に
も
に
拡
大
し
、

地
域
全
体
の
課
題
の
解
決
に
寄
与

し
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
活
動

分
野
を
「
こ
ど
も
・
子
育
て
・
教

育
」
等
に
も
展
開
す
る
な
ど
、
従

来
の
活
動
を
拡
大
・
発
展
さ
せ
て

地
域
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
発

揮
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
る
と
評
価
さ
れ
た
。

　
認
定
期
間
は
令
和
6︵
2
0
2
4
︶

年
4
月
1
日
〜
令
和
₁₃︵
2
0
3
1
︶

年
3
月
₃₁
日
。
本
学
で
は
こ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
改
革
・
改
善
に
向

け
た
全
学
的
な
取
組
み
を
今
後
も

展
開
し
て
い
く
。

大
学
基
準
協
会
の
大
学
基
準
に

「
適
合
」と
認
定
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皇
學
館
中
学
校
・
高
等
学
校
合
同
に
よ

る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
語
学
研
修
が
実
施

さ
れ
た
。
悪
天
候
に
よ
る
前
便
の
機
材
ト

ラ
ブ
ル
で
予
定
よ
り
１
時
間
遅
れ
た
も
の

の
、
３
月
21
日
、
無
事
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
空
港
に
到
着
。
現
地

で
は
一
行
を
青
空

と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
温
か
く
出

迎
え
て
く
れ
た
。

　

研
修
先
の
学
校

生
徒
と
交
流
し
、

語
学
だ
け
で
な
く

マ
オ
リ
文
化
に
つ

い
て
学
ん
だ
参
加

者
た
ち
。
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
散
策
、
工
芸
体
験
の
ほ
か
、
マ

ヌ
カ
ハ
ニ
ー
を
食
し
た
り
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
と
、

密
度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
し
た
。
天
白
彩

那
さ
ん（
高
校
２
年
※
研
修
時
は
高
校
1
年
）

は
「
今
ま
で
話
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
ほ

か
の
参
加
者
と
仲
良
く
な
り
、
校
内
の
友

達
が
増
え
た
。
せ
っ
か
く
参
加
し
た
の
だ

か
ら
と
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
、
失
敗
を

怖
が
ら
ず
積
極
的
に
話
し
か
け
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
収
穫
を
語
っ
た
。
伊
東
亜
里

紗
さ
ん（
高
校
1
年
※
研
修
時
は
中
学
３
年
）

は
「
小
学
生
く
ら
い
の
子
が
交
通
整
理
を

し
て
い
て
衝
撃
を
受
け
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
は
幼
い
子
が
自
立
し
て
お
り
、

私
も
自
分
の
頭
で
考
え
、
自
分
の
意
志
で

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
強
く
思

っ
た
」
と
話
し
た
。

　

２
月
10
日
か
ら
３
月
2
日
に
か
け
て
の

約
３
週
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
イ

カ
ト
大
学
で
の
春
期
研
修
に
９
名
が
参
加

し
た
。

　

リ
ス
ニ
ン
グ
能
力
を
向
上
さ
せ
た
か
っ

た
と
語
る
西
山
侑
我
さ
ん（
教
育
３
年
※
研

修
時
は
２
年
）は
、
授
業
は
発
音
練
習
や
プ

レ
ゼ
ン
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
等

が
中
心
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
が
鍛
え

ら
れ
た
と
い
う
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
も
親
切
で
、「
日
本
食
が
恋
し
く
な
る

と
思
っ
て
い
た
が
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
の
手

料
理
は
ど
れ
も
お
い
し
く
全
然
飽
き
な
か

っ
た
。
苦
手
な
食
べ
物
を
伝
え
る
と
配
慮

し
て
く
れ
た
」
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

気
兼
ね
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
が
で
き
た
と
語
っ
た
。

　

出
発
前
は
緊
張
や
不
安
を
感
じ
て
い
た

が
、
心
配
し
て
い
た
入
国
審
査
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
、
た
く
さ
ん
の
友
人
が
で
き
た

と
話
す
西
山
さ
ん
。「
常
に
笑
顔
で
い
る
こ

と
が
大
切
。
休
日
や
放
課
後
は
な
る
べ
く

外
出
し
た
方
が
い
い
。
学
生
ツ
ア
ー
に
参

加
す
れ
ば
サ
マ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を

通
し
て
現
地
の
人
と
話
す
機
会
が
増
え
る

の
で
、
す
ご
く
勉
強
に
な
る
。
ま
た
、
外

食
は
絶
対
に
す
る
べ
き
。
英
語
で
注
文
や

会
計
を
し
た
り
、
メ
ニ
ュ
ー
表
を
見
た
り

と
日
常
で
使
え
る
英
語
を
た
く
さ
ん
学
べ

る
」と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。将
来
は
教
員
を

目
指
し
て
お
り
、「
こ
の
経
験
で
得
た
学
び

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
」と
語
っ
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
大
学（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）は
学
生
の
６
割
を
留
学

生
が
占
め
る
国
際
色
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス

だ
。
鈴
木
結
子
さ
ん
（
コ
ミ
ュ
3
年
※
研
修

時
は
2
年
）は
父
親
の
影
響
で
幼
少
期
か
ら

洋
画
や
洋
楽
に
触
れ
る
う
ち
英
語
に
興
味

が
湧
き
、
将
来
英
語
を
活
用
す
る
職
に
就

き
た
い
と
参
加
を
決
め
た
。

　
「
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
一
緒
に
、あ
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
学
生
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
集
め
た
デ
ー
タ
を

も
と
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る
授
業
が
一
番
役
に

立
っ
た
」
と
話
す
鈴
木
さ
ん
。
質
問
す
る

だ
け
で
な
く
、
相
手
の
答
え
に
反
応
し
た

り
相
槌
を
打
っ
た
り
し
た
こ
と
で
、
英
語

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
自
信
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
Ａ
Ｐ
Ｕ

の
ス
タ
ッ
フ
が
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
ツ

ア
ー
で
は
モ
ス
ク
や
水
族
館
、
テ
ー
マ
パ

ー
ク
な
ど
を
巡
り
充
実
し
た
週
末
を
過
ご

せ
た
。
初
め
て
の
海
外
で
不
安
も
あ
っ
た

が
、
行
か
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
の
思
い

は
１
ミ
リ
も
な
い
」
と
笑
顔
で
語
る
鈴
木

さ
ん
。「
積
極
的
に
英
語
を
話
す
必
要
が
あ

る
環
境
の
中
で
失
敗
を
恐
れ
な
く
な
っ
た
。

挑
戦
こ
そ
が
自
信
に
つ
な
が
る
と
身
を
も

っ
て
体
験
し
た
。
何
事
に
お
い
て
も
や
る

か
や
ら
な
い
か
迷
っ
た
と
き
は
、
勇
気
を

出
し
て
や
っ
て
み
た
い
」
と
精
神
的
な
成

長
を
も
実
感
で
き
る
研
修
に
な
っ
た
。

令和 ₆ 年度 入試状況
　令和 ₆ 年度入試では、少子化の影響を受け
た結果にはなったが、昨年と比べ神道学科と
現代日本社会学科では受験者増となり、神道
学科とコミュニケーション学科では入学者増
となった。また入試種別では、学校推薦型選
抜が受験者増となり、進路決定の早期化が顕
著になっている。
　また、理系人材の需要が高まる中、令和 ₇
年 ₄ 月に、中学校・高等学校の『理科教員免
許課程』の設置を予定し、現在申請中である。
一般選抜入試から募集を開始する予定である。
入試の詳細については、後日発行の「令和 ₇
年度学生募集要項」でご確認いただきたい。

天皇皇后両陛下に 
岡野友彦教授が御進講
　令和 ₆ 年 ₅ 月₁₀日、皇
居吹上御所において、天
皇皇后両陛下に第₉₉代後
亀山天皇の御事績につい
て御進講させて頂く栄誉
を得ました。後亀山天皇
は弘和 ₃ 年（₁₃₈₃）、南朝
の天皇として即位。元中 ₉ 年（₁₃₉₂）、北朝の
後小松天皇に譲位され、半世紀以上続いた南
北朝の内乱を終結に導かれた天皇で、応永₃₁
年（₁₄₂₄）₄ 月₁₂日、₇₅歳で崩御されました。本
年 ₅ 月₁₉日（旧暦 ₄ 月₁₂日）が、その崩御から満
₆₀₀年となることから、皇居皇霊殿において

「後亀山天皇六百年式年祭」が斎行されるに当
たり、南北朝時代を専門とする岡野に白羽の
矢が立ったようです。なお、 ₅ 月₁₃日には赤
坂御所において、秋篠宮皇嗣同妃両殿下にも
同様の御進講をさせて頂きました。御進講後、
両陛下・両殿下よりそれぞれ皇學館大学にお
心をかけていてくださる言葉を賜り、畏れ多
いことでした。本学としても名誉なことと存
じ、ここにご報告申し上げます。
 文学部教授　岡野友彦

「皇學館大学 大学生テレビ局」
が開設₁₀周年

　学生独自の視点で地元の魅力を発信してき
た「皇學館大学 大学生テレビ局」が今年 ₄ 月
で開設₁₀周年を迎えた。ZTV伊勢放送局の五
十嵐正道さんの指導のもと、企画から撮影、取
材、編集まで制作に関わるすべてを学生たち
が行う。「地域で頑張る人を映像で応援する!」
をモットーに、これまでに手掛けたドキュメ
ンタリー番組は₁₁₀本超。毎月ZTVで放映さ
れており、県外のZTV支局やケーブルテレビ
を含めると、現在、放送エリアにおける総配信
世帯は₅₀万世帯を超える。局長を務める山下
真緒さん（現日₄）は、「自分たちがここまで来れ
たのは先輩方や取材に協力してくださった地
域の皆さんのおかげ。後輩たちにもこの思い
を伝えていけるよう、地域の魅力を発信でき
る映像制作に取り組んでいきます」と語った。

ワ
イ
カ
ト
大
学 

春
期
語
学
研
修

令
和
６
年
２
月
10
日
〜
３
月
2
日
　
参
加
者
９
名

ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
学 

春
期
語
学
研
修

２
月
25
日
〜
３
月
23
日
　
参
加
者
8
名

皇
學
館
中
学
校
・
高
等
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
語
学
研
修

３
月
20
日
〜
29
日
　
参
加
者
28
名

学部・学科 募集人数 志願者 合格者 競争率
神 道 学 科  60  １４９  １0８ １.４
国 文 学 科  ８0  １２７  １0４ １.２
国 史 学 科  ８0  １５２  １２５ １.２
コミュニケーション学科  ８0  １５２  １３１ １.２
文 学 部 ３00  ５８0  ４6８ １.２
教 育 学 部 ２00  ７８0  ５２７ １.５
現代日本社会学部 １２0  ２７0  ２３３ １.１
大 学 計 6２0 １6３0 １２２８ １.３

ワイカト大学語学研修プログラム ２月10日㊏ ２月11日㊐

到着 フリータイム

Week 1 ２月1２日㊊ ２月13日 ２月14日㊌ ２月15日㊍ ２月16日㊎ ２月17日㊏ ２月18日㊐

９：00-1２：00 レセプション、
オリエンテー
ション、キャン
パスツアー
など

一般英語 一般英語 一般英語 一般英語

フリータイム フリータイム
13：00-15：00 一般英語 一般英語 一般英語 フリータイム

Week 2 ２月1９日㊊ ２月２0日㊋ ２月２1日㊌ ２月２２日㊍ ２月２3日㊎ ２月２4日㊏ ２月２5日㊐

９：00-1２：00 一般英語 一般英語 一般英語 一般英語 一般英語
フリータイム フリータイム

13：00-15：00 一般英語 一般英語 一般英語 一般英語 フリータイム

Week 3 ２月２6日㊊ ２月２7日㊋ ２月２8日㊌ ２月２９日㊍ 3月1日㊎ 3月２日㊏

９：00-1２：00 一般英語 一般英語 一般英語 一般英語 一般英語
帰国

13：00-15：00 一般英語 一般英語 一般英語 一般英語 フリータイム

アジア・パシフィック大学語学研修プログラム ２ 月２５日㊐

到着

Week ２ 月２6日㊊ ２ 月２７日㊋ ２ 月２８日㊌ ２ 月２９日㊍ ３ 月 １ 日㊎ ３ 月 ２ 日㊏ ３ 月 ３ 日㊐
1 オリエンテー

ション、プレー
スメントテスト

クラス クラス クラス クラス
プトラジャヤ
モスク、王宮、
KLCC水族館

スプラッシュ
マニアウォー
ターパーク

Week ３ 月 ４ 日㊊ ３ 月 ５ 日㊋ ３ 月 6 日㊌ ３ 月 ７ 日㊍ ３ 月 ８ 日㊎ ３ 月 ９ 日㊏ ３ 月１0日㊐
2

クラス クラス クラス クラス クラス
バツー洞窟、
中央市場、中
華街ツアー

フリータイム

Week ３ 月１１日㊊ ３ 月１２日㊋ ３ 月１３日㊌ ３ 月１４日㊍ ３ 月１５日㊎ ３ 月１6日㊏ ３ 月１７日㊐
3

クラス クラス クラス クラス クラス
サンウェイラ
グーン、テー
マパーク

フリータイム

Week ３ 月１８日㊊ ３ 月１９日㊋ ３ 月２0日㊌ ３ 月２１日㊍ ３ 月２２日㊎ ３ 月２３日㊏
4 クラス クラス 試験 試験 試験結果日 帰国

ニュージーランド
語学研修プログラム

３ 月２0日㊌ ３ 月２１日㊍ ３ 月２２日㊎ ３ 月２３日㊏ ３ 月２４日㊐

出国（セントレア→
インチョン空港→
オークランドへ）

オークランド空港
着、研修地着、オ
リエンテーション

英語クラス（サバ
イバルスキル）
現地小学校交流

ホストファ
ミリーと過
ごす

ホストファ
ミリーと過
ごす

３ 月２５日㊊ ３ 月２6日㊋ ３ 月２７日㊌ ３ 月２８日㊍ ３ 月２９日㊎

英語クラス
（キウィアナ）
現地高校交流

英語クラス
（マオリ文化）
現地高校交流

オークランド
市内見学

出発（オークラン
ド空港→インチ
ョン空港）

帰国（インチョ
ン空港→セント
レア）

外
出
し
て
現
地
生
活
を
満
喫

英
語
で
話
す
自
信
が
付
い
た

失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
が

成
長
に
つ
な
が
る

語
学
仲
間
が
た
く
さ
ん
で
き

積
極
性
も
身
に
付
い
た

お世話になったホストファミリーと

マティポプライマリースクールとの交流
の様子

研
修
中
に
皆
で
訪
れ
た
ペ
ト
ロ
ナ
ス
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー

研修最終日にクラスメイトと撮影

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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令和 ₆ 年度 CLL活動 （令和 6年 5月現在）

１ だれもが働きやすい企業を表彰 !
〜男女共同参画キラリ☆プロジェクト〜

２ TMKミライデザインプロジェクト
（玉城町明るい未来推進プロジェクト）

３ 「Gift of Ise」プロデュースプロジェクト

４ 〜伊勢ぷちたび〜
EVモビリティを活用市内周遊促進事業

５ リニアインパクト最大化プロジェクト
〜２0３７年に三重県が変わります! 〜

６ 大学生による『大学生向けごみ分別啓発活動 !!』

７ フードロスをなくせ! いちごスイーツプロジェクト
〜規格外いちご「かおり野」を使用したお菓子のプロデュース〜

８ 皇學館オリジナルグッズ制作プロジェクト
９ 度会カフェリョクプロジェクト

１0 鳥羽なかまち（仲間ち）で地域活性化に取り組もう!
１１ 宇治山田駅前活性化創出事業
１２ 若者の投票率UP! プロジェクト
１３ ばりっ子会議から市政への提言プロジェクト
１４ ウツボで地産地消プロジェクト

１５ インクルーシブスポーツ推進プロジェクト
〜共生社会の実現を目指して〜

１６ 「広報いせ」特集記事制作プロジェクト
１７ 三重の魅力を発信 ! スイーツプロジェクト

１８ 廃業する農家と廃棄するいちごをすくえ!
いちごのみかたプロジェクト

１９ 皇學館大学学生広報隊
２0 消防団の新たな役割発見プロジェクト
２１ いせ移住PR支援プロジェクト
２２ 産学官連携日本酒プロジェクト
２３ 地域活性化サポーターズFIT
２４ CLL活動運営学生スタッフ
２５ 地域に貢献する食農教育のイベントプランナー ●NEW

２６ 伊勢のまちづくりに若者の声を反映 !
新しい仕組みを創ろう! ●NEW

教員（幼）・保育士
37名

教員（小・中・
高・特支）
119名

公務員
49名＊2

公務員
49名

医療・福祉
25名

企業・団体
303名＊

神社
60名

分野別
就職者

新 任 教 職 員 紹 介
この春から新たに加わった教職員の方々を紹介します
❶出身地・経歴等 ❷趣味・特技等 ❸座右の銘 ❹一言メッセージ

皇學館大学
神道学科助教

田
た

井
い

 健
け ん

治
じ

❶岡山県❖皇學館大学大学院文学
研究科博士前期課程修了、結城神
社権禰宜
❷書道
❸拉雪蛍於猶怠 怒縄錐之不勤
❹一歩一歩皆さまと共に成長していきたいと思
います。

コミュニケーション学科准教授

C
チ ェ ロ

heryl D
デ ィ チ ェ ロ

iCello
❶アメリカ合衆国❖ハワイマノア
校大学大学院第二言語習得研究学
部修了
❷カラオケ、料理、読書、旅行
❸七転び八起き
❹学修者と共に学びながら視野を広げる活動を
しましょう。

学生支援部学生担当事務嘱託�
（クラブ合宿所夜間管理人）

瀧
た き

川
が わ

　力
り き

❶大阪府❖皇學館大学現代日本社
会学部卒　❷ドラマ・映画を観ること
❹学生たちが充実した生活を送れるようにサポ
ートしていきます。

学生支援部学生担当事務嘱託�
（クラブ合宿所夜間管理人）

町
ま ち

方
か た

 昂
こ う

暉
き

❶神奈川県❖順天堂大学スポーツ
健康科学部卒　❷スポーツ観戦
❸不屈　❹学生をしっかりとサポートできるよ
うに頑張ります。よろしくお願いします。

皇學館高等学校
養護助教諭

永
な が

江
え

 瑠
る

藍
ら

❶三重県❖鈴鹿大学こども教育学
部卒　❷音楽鑑賞、スポーツ観戦
❸天真爛漫
❹明るく元気に生徒の皆さんをサポートしてい
きます。

監査室室長

中
な か

井
い

 清
き よ

孝
た か

❶三重県❖早稲田大学理工学部卒
❷散歩
❸トライ アンド エラー
❹皆さまのお力をお借りし、監査業務を通じて、
本学のリスク・コストの最適化を図ってまいり
ます。

総務部総務担当書記補

古
ふ る

尾
お

 洸
こ う

介
す け

❶三重県❖皇學館大学現代日本社
会学部卒
❷プロ野球観戦、読書、スポーツ、ラジオを聴
く等
❸人間は考える葦である
❹日々努力することを忘れず、本学、学生のた
めに自分らしく頑張ります。

学生支援部教務担当

松
ま つ

田
だ

 知
ち

華
か

❶三重県❖皇學館大学教育学部卒
❷ゲーム
❸目配り、気配り、心配り
❹初心を忘れず、何事も前向きに取り組んでい
きたいと思います。

コミュニケーション学科助教

栗
く り

林
ばやし

　梓
あずさ

❶長野県❖関西大学文学部卒、
東京大学大学院総合文化研究科博
士課程修了　❷コーヒーと甘いものが好きです。
❸コツコツ　❹研究も教育も日々精進してまい
ります。

教育学科特命教授

濱
は ま

谷
や

 義
よ し

弘
ひ ろ

❶宮城県❖岡山理科大学大学院理
学研究科応用数学専攻博士課程修了、
理学博士　❷将棋、オーディオ（真空管アンプ）　
❸遊化　❹③は大乗の教えではなく、「よく遊び、
よく遊んで化ける」の意です。

研究開発推進センター史料編纂所助手

京
きょう

泉
いずみ

 勇
ゆ う

平
へ い

❶愛知県❖元大神神社広報室研究
員　❷蛸の唐揚げが好きです。
❸清明・正直
❹私利私慾なく、謙虚に生きたいものですね。

令和 ５ 年度卒業生 就職状況� Ｒ6.5.1現在

学　科 卒業者
Ａ

就職希望者
Ｂ

就職者
Ｃ

就職率
C／B

神　道
男  ５５  ５0  ５0 １00.0%
女  ２３  ２２  ２２ １00.0%
計  ７８  ７２  ７２ １00.0%

国　文
男  ３３  ２９  ２９ １00.0%
女  ４５  ３８  ３８ １00.0%
計  ７８  6７  6７ １00.0%

国　史
男  60  ４７  ４５  ９５.７%
女  ２0  ２0  ２0 １00.0%
計  ８0  6７  6５  ９７.0%

コミュ
男  ４３  ３５  ３４  ９７.１%
女  ４８  ３８  ３８ １00.0%
計  ９１  ７３  ７２  ９８.6%

教　育
男  ８５  ７２  ７１  ９８.6%
女 １３１ １２２ １２１  ９９.２%
計 ２１6 １９４ １９２  ９９.0%

現　日
男 １0５ １0１ １0１ １00.0%
女  ２４  ２４  ２４ １00.0%
計 １２９ １２５ １２５ １00.0%

合　計
男 ３８１ ３３４ ３３0  ９８.８%
女 ２９１ ２6４ ２6３  ９９.6%
計 6７２ ５９８ ５９３  ９９.２%

就
職
決
定
率
99
・２
％
令
和
５
年
度 

卒
業
生
就
職
状
況

　
令
和
５
年
度
学
部
卒
業
生
６
７
２
名
（
９
月
卒
業
生
を
含
む
）
の
就

職
状
況
は
、
就
職
希
望
者
５
９
８
名
の
う
ち
５
９
３
名
の
就
職
が
決

定
し
、
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就
職
率
は
99
・
２
％
と
な
っ
た
。

※
学
科
別
就
職
率
、分
野
別
就
職
者
に
つ
い
て
は
別
表
参
照

神
社
関
係
64
名
が
奉
職（
自
家
神
社
含
む
、学
部
の
み
）

教
職
関
係
三
重
県
小
学
校
・
合
格
者
占
有
率
は

県
内
大
学
で
12
年
連
続
ト
ッ
プ

公
務
員
関
係
過
去
最
高
実
績
の
昨
年
度
と
同
じ

計
49
名
が
採
用

企
業
等
関
係
多
彩
な
業
界
に
３
２
８
名
が
決
定

当
年
度
の
就
職
活
動
環
境

企
業
の
採
用
意
欲
は
堅
調

就
職
率
は
昨
年
度
並
の
高
水
準
を
維
持

　

求
人
神
社
数
１
７
７
社
３
１
８

名（
男
子
２
０
２
名
、
女
子
71
名
、
男

女
問
わ
ず
45
名
）に
対
し
、
奉
職
状

況
は
神
道
学
科
が
男
子
47
名
・
女

子
16
名
、
国
史
学
科
が
男
子
１
名

と
な
っ
た
。
専
攻
科
等
の
学
部
以

外
は
男
子
11
名
・
女
子
４
名
で
あ

っ
た
。

　

小
・
中
・
高
・
特
支
の
教
員
に

１
１
９
名（
正
規
／
公
立
68
名
、講
師

40
名
）、
幼
稚
園
・
保
育
園
へ
は
37

名（
正
規
／
公
立
10
名
、
臨
時
１
名
）

が
就
職
し
た
。
三
重
県
小
学
校
に

つ
い
て
は
全
合
格
者
２
４
８
名
中
、

本
学
は
既
卒
者
を
含
め
95
名
と
合

格
者
占
有
率
は
38
・
３
％
を
占
め
、

12
年
連
続
、
県
内
大
学
で
ト
ッ
プ

を
堅
持
し
て
い
る
。

　

国
家
公
務
員
３
名
【
刑
務
官

（
１
）・
自
衛
官（
２
）】、
地
方
公
務

員
46
名
【
神
奈
川
県（
福
祉
）、三
重

県（
警
察
事
務
）（
２
）・
高
山
市
役
所

（
岐
阜
県
）・
い
な
べ
市
役
所
・
桑
名

市
役
所（
２
）・
鈴
鹿
市
役
所（
２
）・

津
市
役
所（
２
）・
松
阪
市
役
所

（
３
）・
伊
勢
市
役
所（
２
）・
鳥
羽
市

役
所
・
明
和
町
役
場
・
多
気
町
役

場
・
大
樹
町
役
場（
北
海
道
）・
南
木

曽
町
役
場（
長
野
県
）・
警
視
庁
・
愛

知
県
警
・
三
重
県
警（
12
）・
大
阪

　

業
界
別
で
は
、
卸
売
・
小
売
業 

26
・
９
％
、
建
設
・
製
造
業
14
・
３

％
、情
報
通
信
業
８
・
５
％
、金
融
・

保
険
業
６
・
４
％
、運
輸
・
郵
便
業

６
・
１
％
、不
動
産
・
賃
貸
業
４
・
０

％
、教
育
・
学
習
支
援
業
４
・
０
％
、

電
気
・
熱
供
給
・
水
道
業
０
・
９
％
、

サ
ー
ビ
ス
業
・
そ
の
他
21
・
３
％
で

計
３
０
３
名
（
企
業
就
職
か
つ
自
家

神
社
奉
職
の
4
名
を
含
む
）
が
決
定

し
た
。
ま
た
、
医
療
・
福
祉
関
係

は
７
・
６
％
で
25
名
が
決
定
し
た
。

　

令
和
５
年
度
卒
の
就
職
活
動
に

お
け
る
企
業
の
採
用
意
欲
は
、
構

造
的
な
人
手
不
足
も
あ
り
堅
調
だ

っ
た
と
言
え
る
。こ
の
状
況
下
、学

府
警（
５
）・
京
都
府
警
・
兵
庫
県

警（
２
）・
佐
賀
県
警
・
東
京
消
防

庁
・
紀
勢
地
区
消
防
組
合
】
が
採

用
さ
れ
た
。

生
の
堅
実
な
活
動
に
よ
り
、
就
職

決
定
状
況
は
過
去
最
高
に
近
い
水

準
を
維
持
し
た
。

　

現
在
の
環
境
は
全
般
的
に
学
生

優
位
の
状
況
で
あ
る
。し
か
し
、大

手
企
業
で
は
就
職
希
望
者
が
求
人

総
数
を
上
回
り
、
全
て
の
学
生
が

当
初
の
希
望
通
り
に
内
定
を
得
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
選

択
肢
の
中
で
納
得
で
き
る
就
職
先

を
選
ぶ
に
は
、
自
分
に
合
っ
た
選

社
基
準
を
模
索
し
、
他
者
の
も
の

さ
し
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
身
で
進
路
を
決
定
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。（
出
典
＝
㈱
リ
ク
ル
ー

ト
就
職
み
ら
い
研
究
所
「
就
職
白
書

２
０
２
４
」か
ら
の
一
部
要
約
）

　

企
業
が
堅
調
な
採
用
意
欲
を
維

持
し
、
採
用
開
始
時
期
が
早
期
化

す
る
中
で
、
本
学
で
は
今
後
も
面

談
・
面
接
練
習
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
添
削
等
、
学
生
個
々
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
早
期
化
に

対
応
し
た
支
援
を
展
開
し
て
い
く
。

令和 ₆ 年度  
CLL活動が始まります
　CLL 活動は伊勢志摩圏域を中心とする三重
県内の地域課題について学ぶ学修プログラム。
令和 ₆ 年度は₂₆のプロジェクトが予定されて
います。

保護者対象就職講演会・説明会
開催のお知らせ
　
令和 ₆ 年₁₀月 ₆ 日㈰ ₁₃：₀₀～₁₅：₃₀
場所●皇學館大学 ₆・₇ 号館
　
就 職 講 演 会  ₁₃：₀₀～₁₄：₃₀

専門の講師を招き、最新の就職活動の動向と保護
者としてのサポートのヒントを解説します。

進路別就職説明会  ₁₄：₄₀～₁₅：₃₀
神社、企業・官公庁、教員・保育士の別に説明します。
※詳細は別途お知らせします。

＊企業就職かつ自家神社奉職の4名を含む
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皇學館高等学校が 
DXハイスクールに指定
　皇學館高等
学校がデジタ
ル人材の育成
と文理横断型
の探究学習に
取り組む拠点
として、文部
科学省より令
和 ₆ 年度「DX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）ハイスクール」に指定された。変わりゆく
今後の社会で活躍していくためには最先端の
知識だけでなく、それらを使いこなし多様な
状況に対応していく力が求められる。本校で
は株式会社フォーバルと連携し、これからの
社会で不可欠なDXスキルの授業をプログラ
ム化し、実践していく。さらにITの利活用空
間として、新たに大スクリーンを備えた「皇
學館 FutureLab」を設置し、主体的かつ協働
的に取り組むことのできるDX人材の育成を
めざす。

新入生対象防災訓練を実施

　 ₄ 月 ₅ 日、新入生を対象に防災訓練が行わ
れた。₁₂時₄₀分より指導教員が学生に向けて
防災時の行動について説明した。説明は学生
手帳に記載されている大地震対応マニュアル
に沿って行われ、キャンパスガイドに掲載さ
れている避難経路や消火器、AED、担架の場
所などを確認した。続いて、₁₃時に「防災訓
練開始アナウンス」が放送されると、同 ₅ 分
に「緊急地震速報」を発報。放送の指示に従
い、学生は屋外避難経路を通り第一グラウン
ドに避難した。小雨の降る肌寒い中ではあっ
たが、参加者全員の無事が確認された。加藤
学生部長が講評で「防災は使えて初めて防災
になる」との言葉を伝え、大学本部より発信さ
れる安否確認メールに必ず返信するなど、実
際の災害を想定した行動を呼びかけた。

春のオープンキャンパスを開催
　桜の開花が待ち遠しい ₃ 月₂₅日、高
校新 ₃ 年生、新 ₂ 年生を対象に春のオ
ープンキャンパスを開催した。 ₂ 度目
となる ₃ 月の開催ではさまざまなプロ

グラムを実施したことで、付添者を含
め多くの来場者に満足いただいた。
　学部学科説明会をはじめ、個別相談、

「つばさ」の活動紹介、キャンパスツア
ー、NIPPON発見ツアー、CLL活動報告
展示を実施した。初の試みとなった『美
術品の取り扱いを学ぼう』と題した体
験コーナーでは、掛軸や巻物といった
美術品や資料の取り扱い方が説明され
た。刀剣の手入れ方法の実演も行われ
るなど、大変好評であった。「つばさ」
の活動紹介やCLL活動報告展示は学生

が中心となって実施され、来場者と学
生との交流も積極的に行われた。
　今後、₆ 月 ₉ 日㈰、₇ 月 ₇ 日㈰、₈ 月
₁₀日㈯、 ₈ 月₁₁日㈰、₁₀月₂₇日㈰にも
オープンキャンパスを開催する。未来
発見セミナーや模擬講義、学食体験な
ど多彩なプログラムを実施する予定だ。

　「
未
来
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

国
際
学
術
研
究
会

　

４
月
４
日
、
神
道
博
物
館
に
て
『
古

代
の
叡
智
か
ら
新
た
な
学
問
へ　

混
沌

と
し
た
自
然
に
お
け
る
目
に
見
え
な
い

学
び
の
本
質
』
と
題
し
た
「
未
来
共
創

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。

　

調
和
と
循
環
に
根
ざ
し
た
「
神
道
精

神
」、
日
本
文
化
と
調
和
を
遂
げ
た
「
仏

教
哲
学
」、こ
れ
ら
古
代
の
叡
智
を
基
軸

に
、
混
沌
と
し
た
時
代
に
求
め
ら
れ
る

失
敗
か
ら
の
学
び
と
癒
し
の
本
質
を
、

国
内
外
の
多
様
な
学
術
分
野
の
研
究
者
、

参
加
者
と
が
対
話
的
に
探
究
し
た
。
参

加
者
は
中
高
生
や
学
部
生
な
ど
35
名
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、

第
１
部
の
冒
頭
で
河
野
訓
学
長
が
天
文

学
・
昆
虫
学
へ
の
好
奇
心
豊
か
な
少
年

期
や
仏
教
哲
学
を
学
び
始
め
る
青
年
期

の
自
ら
の
体
験
を
、
文
理
融
合
の
原
点

と
振
り
返
っ
た
。

　

次
い
で
登
壇
し
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大

学
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ブ
ッ
チ
教
授（
精
神

医
学
）は
、
ト
ム
・
セ
ン
ス
キ
ー
と
共
に

開
発
し
た
病
気
の
自
己
診
断
ツ
ー
ル
に

つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
特
に
、
病
気

を
文
脈
依
存
的
に
捉
え
直
す
と
、
病
気

の
改
善
と
苦
痛
の
低
減
が
顕
著
に
見
ら

れ
、
そ
の
点
で
、
従
来
ま
で
の
機
械
論

的
な
人
間
観
が
破
綻
す
る
と
力
説
し
た
。

　

大
野
照
文
特
別
招
聘
教
授
（
古
生
物

学
・
博
物
学
）は
、
人
類
が
進
化
し
て
き

た
プ
ロ
セ
ス
を
①
数
億
年
前
の
動
物
の

祖
先
の
知
恵（
行
動
的
知
恵
）、②
数
百
万

年
前
の
ヒ
ト
の
祖
先
の
知
恵
（
情
動
的

知
恵
）、
③
現
代
の
私
た
ち
人
類
の
知
恵

（
俯
瞰
的
知
恵
）と
３
段
階
に
分
け
、独
自

の
教
育
論
を
展
開
。
理
科
教
育
で
は
好

奇
心
や
自
己
効
力
感
と
い
っ
た
②
の
情

動
的
知
恵
を
子
ど
も
の
心
の
中
に
育
む

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
失
敗
体

験
を
文
脈
依
存
的
に
捉
え
直
す
こ
と
で
、

学
習
意
欲
の
向
上
・
失
敗
か
ら
の
学
び

が
期
待
で
き
る
と
指
摘
し
た
。

　

村
瀬
雅
俊
特
命
教
授
（
教
育
学
部
）
は

以
上
の
論
点
を
整
理
し
、
①
入
れ
子
構

造
か
ら
過
程
へ
、②
対
立
・
矛
盾
か
ら
そ

の
統
合
へ
、
③
不
可
能
性
か
ら
可
能
性

へ
と
い
う
３
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

の
観
点
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
を
「
神
道

精
神
」
と
重
ね
て
、
循
環
的
自
己
一
貫

性（Circular Self-Coherence

）と
統
合

的
に
示
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
６
７
年

に
伊
勢
神
宮
を
訪
れ
た
歴
史
学
者
・
ト

イ
ン
ビ
ー
が
自
ら
毛
筆
で
書
き
記
し
た

「
こ
の
聖
地
に
於
い
て
私
は
す
べ
て
の

宗
教
の
根
底
的
統
一
性
を
感
得
す
る
」

と
の
言
葉
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
結
ん
だ
。

　

第
２
部
で
は
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ブ
ッ
チ

教
授
が
少
人
数
対
話
形
式
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
本
学

が
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
、

文
理
融
合
型
教
育
研
究
に
向
け
た
、
学

び
の
多
い
充
実
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

₃月₂₅日

第
２
部
終
了
後
の
集
合
写
真
。
登
壇
者
の
大
野

教
授（
前
列
左
か
ら
４
人
目
）、ス
テ
フ
ァ
ン
教
授

（
同
５
人
目
）、村
瀬
教
授（
同
６
人
目
）

熱心に耳を傾ける来場者
CLL活動について説明する学生
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こんな記事、シリーズも

教育環境が充実

学生が大活躍

皇學館学園報創刊１００号記念特集
本紙「皇學館学園報」は今号で創刊100号を迎えました。長年のご愛読に心より感謝いたします。

本企画では記念特集として皇學館の歩みを発信してきた20年の軌跡を振り返ります。

█

平
成
16
年
９
月
に
第
１
号
を
発
刊

█

第
20
号
で
大
き
く
リ
ニュ
ー
ア
ル

█

時
代
と
共
に
変
化
し
続
け
る

█

第
44
号
で
マ
イ
ナ
ー
チ
ェン
ジ

　

皇
學
館
学
園
報
第
１
号
は
平
成
16

年
９
月
10
日
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
平
成
24
年
の
「
創
立
百 

三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事

業
」
に
向
け
、
学
内
外
の
方
々
か
ら

激
励
の
言
葉
と
と
も
に
多
く
の
ご
芳

志
を
賜
り
ま
し
た
。
本
紙
は
ご
賛
同

い
た
だ
い
た
方
々
の
芳

名
を
掲
載
す
る
と
共
に
、

周
年
記
念
事
業
の
進
捗

状
況
や
研
究
成
果
の
発

信
、
報
告
を
主
な
目
的

に
創
刊
さ
れ
た
の
で
す
。

　

当
時
は
「
皇
學
館
学

園
報
Ｋ
─

ら
い
ふ
（
全
学

一
体
）」
が
メ
イ
ン
の
広
報
媒
体
で
あ

っ
た
た
め
第
１
号
は
同
誌
の
臨
時
増

刊
号
、
第
２
号
か
ら
は
「
皇
學
館
学

園
報
」
と
し
て
独
立
し
、
タ
ブ
ロ
イ

ド
判
、
４
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ
ー
、
発
行

部
数
約
２
万
部
、
年
４
回
の
季
刊
発

行
で
し
た
。

　

第
20
号
（
平
成
21
年
５
月
25
日
）
か

ら
題
字
デ
ザ
イ
ン
の
一
新
や
、
記
事

内
容
に
つ
い
て
も
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
年
６
回
の
発
行
、
ペ
ー
ジ

数
も
８
ペ
ー
ジ
に
増
え

ま
し
た
。
一
方
で
季
刊

で
あ
っ
た「
Ｋ
─

ら
い
ふ

（
全
学
一
体
）」は
年
２
回

の
発
行
と
な
り
、
記
録

性
に
重
き
を
置
い
た
編

集
に
。
そ
の
後「
Ｋ
─

ら

い
ふ（
全
学
一
体
）」は
第

37
号
（
平
成
24
年
３
月
31
日
）
よ
り
本

紙
と
統
合
し
、
年
度
末
に
発
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
74
号（
平
成
30
年
６
月
20
日
）

か
ら
は
、
記
事
を
「
地
域
連
携
」

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
」「
カ
ル
チ
ャ

ー
＆
ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
分
け
、
レ
イ
ア
ウ
ト

も
改
変
。
読
み
や
す
さ
に
配
慮

し
ま
し
た
。
第
79
号（
令
和
元
年

５
月
31
日
）で
再
び
季
刊
と
な
り
、
第

95
号（
令
和
５
年
５
月
18
日
）よ
り
、
読

者
層
の
広
が
り
や
資
源
節
減
の
動
き

に
伴
い
電
子
配
信
に
一
本
化
。
現
在

は
５
月
号
、
７
月
号
、
９
月
号
、
12

月
号
、
２
月
号
、
Ｋ
─

ら
い
ふ
（
3
月

末
）の
発
刊
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

創
刊
か
ら
20
年
。
刻
々
と
変
化
し

続
け
る
時
代
の
中
で
、
伝
統
を
踏
ま

え
つ
つ
新
し
い
流
れ
を
取
り
入
れ
、

歩
ん
で
き
た
皇
學
館
の
〝
今
〟
を
発

信
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
読
者
の

皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

紙
面
の
充
実
を
一
層
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。引
き
続
き
ご
愛
読
の
ほ
ど
、よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
29
日
、30
日
に「
創

立
百
三
十
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記

念
行
事
」
が
挙
行
さ
れ
、
第
38
号（
平

成
24
年
６
月
１
日
）
で
詳
細
を
報
じ
て

い
ま
す
。
本
紙
は
事
業
完
遂
後
も
学

園
の
広
報
紙
と
し
て
読
み
継
が
れ
、

第
44
号
（
平
成
25
年
６
月
20
日
）
か
ら

は
編
集
方
針
を
【
建
学
の
精
神
を
礎

に「
学
術
研
究
」「
教
育
・
人
材
育
成
」

「
地
域
貢
献
」の
三
本
柱
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
伝
え
る
】
と
再
定
義
。
フ
ォ
ン

ト
や
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
、
色
使
い
を

マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

制作こぼれ話
◦「皇學館人物列伝」の人物をピックアップするのに悩んだこ

とはないが、写真探しにいつも一苦労します。
◦高校野球部を取材したときのこと。残念ながら試合に負け

てしまった部員たち。グラウンドでは気丈に笑顔を見せて
いましたが、バックヤードでは全員が悔し涙を流しながら
監督の話を聞いていました。甲子園で敗れたチームの子が
笑っていると、あのときの部員の姿と重なります。

◦就職活動についてインタビューしたとき、国史学科の学生
が「授業を通して史資料にあたる習慣が身に付いているの
で情報を鵜呑みにしたり、噂に惑わされたりしない」と話
していました。「本質的な学びの姿勢が育まれている」と感
じた取材でした。

　伊勢市出身の作家・橋本紡さん著『半分の月がのぼ
る空』が映画化され、本学での撮影の様子を紹介した
₂₁号や学生が記者となって橋本さんや深川栄洋監督に
取材した₂₅号が話題となりました。
また、₂₀号から始まったシリーズ

「皇學館人物列伝」では錚々たる
面々が紹介されています。第 ₁
回は吉田茂氏でした。

　駅伝競走部や柔道部、硬式野球部等の部活動をはじ
め、個人でも全国に名を轟かせた生徒・学生が多数! 皇
學館生の活躍が紙面を賑わせました。

　総合体育館や祭式教室、教育棟、中高武道場といった施設を竣功したほか、学部・学
科の新設・改組を行い、生徒・学生たちの学びの環境を着々と整えてきました。

【第35号 １ 面】新研
究棟（九号館）が竣功 第79号

第44号（左）と第38号

第 1号第20号

【第2１号 ８ 面】映画『半分の月がのぼ
る空』の2シーンが本学で撮影され、
学生のべ200名がエキストラとして�
参加しました。

【第25号 ４・5 面】学生責任編集ページでは『半分の月がのぼる
空』原作者の橋本紡さん、深川栄洋監督に学生記者が突撃イン
タビューを敢行! 記者のひとり、山口麻衣さんは単行本化にあた
り伊勢弁を監修しました。

【第56号 ８ 面】創部初!
硬式野球部が明治神宮球場へ
【第57号 ４ ・ 5 面】特別インタビュー

【第90号 １ 面】柔道部女子が 3 人
制で日本一! ❖全日本学生柔道優
勝大会（女子第30回）

【第2１号 １ 面】
現代日本社会学部を開設

【第2８号 １ 面】
六・七・八号館（教育
研究棟）が完成

【第22号 １ 面】
現代日本社会学部
宮川泰夫学部長、抱負を語る

【第 ８号 １面】
待望の総合
体育館が竣功

【第１2号 １ 面】
高校武道場・中学校特
別教室棟が竣功

【第１0号 １ 面】
新・祭式教室が竣功

【第7１号 １ 面】初出場で目標達成
「十七位」❖秩父宮賜杯第49回全
日本大学駅伝対校選手権大会

【第８5号 １ 面】2 区川瀬17人抜き
区間賞❖秩父宮賜杯第52回全日
本大学駅伝対校選手権大会

【第9８号 2 面】「日本一のホーム
ランバッターに」❖村田怜音選手
が皇學館史上初のNPB選手に

学園報人物列伝 一覧
No. 号数 人　　物

₁ ₂₀ 吉
よし

　田
だ

　　茂
しげる

₂ ₂₁ 上
うえ

田
だ

萬
かず

年
とし

₃ ₂₂ 武
たけ

田
だ

千
ち

代
よ

三
さぶ

郎
ろう

₄ ₂₃ 原
はら

田
だ

敏
とし

明
あき

₅ ₂₄ 山
やま

田
だ

孝
よし

雄
お

₆ ₂₅ 坂
さか

村
むら

真
しん

民
みん

₇ ₂₆ 足
あ

立
だち

巻
けん

一
いち

₈ ₂₇ 廣
ひろ

池
いけ

　千
ち

九
く

郎
ろう

₉ ₂₈ 伊
い

藤
とう

正
まさ

雄
お

₁₀ ₂₉ 平
ひら

田
た

貫
かん

一
いち

₁₁ ₃₀ 千
せん

　田
だ

　　憲
けん

No. 号数 人　　物

₁₂ ₃₁ 澤
おも

瀉
だか

久
ひさ

孝
たか

₁₃ ₃₂ 廣
ひろ

濱
はま

文
ふみ

雄
お

₁₄ ₃₃ 北
きた

岡
おか

四
し

良
ろう

₁₅ ₃₄ 安
あん

藤
どう

正
まさ

次
つぐ

₁₆ ₃₆ 清
し

水
みず

孝
たか

之
ゆき

₁₇ ₃₉ 野
の

間
ま

光
こう

辰
しん

₁₈ ₄₀ 後
ご

藤
とう

丹
たん

治
じ

₁₉ ₄₂ 倉
くら

野
の

憲
けん

司
じ

₂₀ ₄₅ 佐
さ

　中
なか

　　壯
そう

₂₁ ₄₆ 鈴
すず

鹿
か

三
さん

七
しち

₂₂ ₄₇ 大
おお

津
つ

有
ゆう

一
いち

No. 号数 人　　物

₂₃ ₄₉ 笹
ささ

月
づき

清
きよ

美
み

₂₄ ₅₂ 近
こん

　藤
どう

　　杢
もく

₂₅ ₅₅ 酒
さか

井
い

秀
ひで

夫
お

₂₆ ₅₉ 曽
そ

野
の

勝
かつ

巳
み

₂₇ ₆₀ 尾
お

崎
ざき

八
や

束
つか

₂₈ ₆₃ 青
あお

木
き

紀
き

元
げん

₂₉ ₆₉ 福
ふく

　井
い

　　毅
つよし

₃₀ ₇₄ 粕
かす

谷
や

興
おき

紀
のり

₃₁ ₈₂ 西
にし

宮
みや

一
かず

民
たみ

₃₂ ₉₀ 井
いの

上
うえ

頼
より

文
ふみ

₃₃ ₉₄ 重
しげ

松
まつ

信
のぶ

弘
ひろ

過
去
記
事
の
中
か
ら
話
題
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
や
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
取
り
上
げ
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

学
園
報
紙
面
で
振
り
返
る
皇
學
館
の
歩
み

過
去
の
学
園
報
は
こ
ち
ら
か
ら
▼
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百聞は一見に如かず� １ 年　佐  竹  大  和

スタートダッシュを決められた� 2 年　西  村  仁  伽

あと₃ 時間は欲しかった� 3 年　大  松  汐  凪

　私たち 1年生は明治村に行きました。一番
楽しかったのは、北里柴三郎の研究所で破傷
風菌などの細菌を研究した歴史や作業場の雰
囲気に触れたことです。明治時代の監獄を見
て実際に牢屋に入り、その時の心情を感じる
こともできました。明治時代は鎖国をやめ、西
洋の文化を取り入れ、文明や技術がとても進
歩した時代だと中学校の歴史の授業で学んだ
けれど、具体的にどう変わったのかは教科書
を読んだり話を聞いたりしただけではいまい
ち理解できていませんでした。しかし「百聞

は一見に如か
ず」との言葉
の通り、木や
石の壁が主流
だった江戸時
代の家と違い、
レンガなど赤
みがかった石
が使われていて、華やかになったなと感じま
した。来年の遠足も楽しかったと思える思い
出をつくりたいです。

　私たち ２年生は鈴鹿サーキットに行きまし
た。学年が上がり、クラス替えによってこれ
までとは違う環境になり、新しくこれから一
緒に学校生活を送る友達との最初の行事がと
ても楽しみでした。
　いざ遠足へ行ってみると、やはり新しく関
わる人との交流はとても楽しかったです。バ
スでの移動では話が弾み、移動時間が苦では
なく、楽しい時間でした。鈴鹿サーキットに
着くと、新しいクラスで集合写真を撮りまし
た。みんなで撮った写真はいい思い出になり
ました。園内ではたくさんのアトラクション

に乗りました。
中でも、友達
と競い合った
レースはとて
も楽しかった
です。楽しい
時間というの
はすぐ過ぎてしまい、あっという間に終わっ
てしまいました。
　今回の遠足で友達との思い出をたくさんつ
くれて、 ２年生の最初のスタートダッシュを
決めることができてよかったです。

　私たち 3年生はナガシマスパーランドへ遠
足に行きました。 1、２年生のとき、羨ましが
っていたナガシマスパーランドへようやく行
くことができて、とてもうれしい気持ちでい
っぱいでした。何よりも楽しみにしていたの
はスチールドラゴンでした。小さい頃からず
っと乗りたかったスチールドラゴンにとうと
う乗ることができるととてもワクワクしてい
たけれど、やはり、自分と同じ気持ちの人が
多く、ものすごい人が並んでおり、ずっと楽

しみにしていたス
チールドラゴンに
乗る夢は叶いませ
んでした。それで
も、ナガシマスパ
ーランドにはほかに白鯨やアクロバット、嵐
などのジェットコースターがあり、久々の遊
園地に大興奮しました。本当にあっという間
に 4時間が過ぎ、あと 3時間は欲しかった。そ
んな思いの残った遠足でした。

　絶好の遠足日和となった ₄ 月₁₇日、 ₁ 年生は「明治村」、 ₂ 年生は「鈴鹿サーキッ
ト」、₃ 年生は「ナガシマスパーランド」へそれぞれ遠足に赴いた。生徒の感想を抜粋
して紹介する。

　 ₄ 月₁₇日、「地元伊勢の文化や風土につ
いて深く知り、神宮とSDGsとの関わり方
を学ぶ」とのテーマで、全学年縦割り班
による総合フィールドワークを実施した。
当日は ₃ グループに分かれ、「猿田彦神
社」「俵田屋」「旧林崎文庫」を訪れた。
　猿田彦神社では正式参拝を実施すると
ともに、御祭神や神社の由緒に関する講
話を聞き、知見を深めることができた。また、神棚などの神具を取り扱う
俵田屋ではその材料となる「檜」の下処理工程をはじめ組み立て工程・仕
上げ工程の順に説明いただき、作業場の様子を見学した。さらに旧林崎文
庫では設置された碑文などを通して学問に励んだ偉人たちの足跡をたどる
ことができた。歴史を遡れば、皇學館がこの林崎文庫に開設され、林崎文
庫がその前身であったことを考慮すれば、生徒たちにとって非常に意義深
い学習となったといえる。以下に生徒の感想を抜粋して紹介する。

２８８名が入学
皇學館高等学校 第62回入学式

真新しい制服に身を包み、２3名が入学
皇學館中学校 第46回入学式

4 月 9 日に皇學館高等学校第62回入学式が大学記念講堂で執り
行われ、288名の生徒が入学を許可された。

　芝﨑俊也学校長は「建学の精神のもと、清明正直な人格と、豊か
で高潔な日本人としての精神を備えた国際人の育成」との学校目標
に触れつつ、「隣接する皇學館大学の深い学びを高校生段階で体感す
ることができる」など、全学一体で展開している特色ある教育活動
について紹介した。続けて、「皆さんにとって高校への入学は中学校
生活におけるひとつのゴールであったと思う」としながらも、「本校
に入学した『今』この時から次のステージに向け新たなスタートを
切った現実にしっかりと向き合い、自らの意識を切り替えることが
大切」とメッセージを送った。
　翌 10 日に実施された対面式では総務委員長の山中美璃依さんが

「目標を持つことは、皆さんのこれからはじまる高校生活をより一層
充実させることにつながるはず。私たち在校生
は新入生の皆さんと楽しく充実した高校生活が
送れるよう全力でサポートしていきます」と温
かい言葉で迎えた。新入生代表の山下輝之さん
は「ここにいらっしゃる 2 、 3 年生の先輩方と
一緒に一生懸命勉強やクラブ活動に励みたい」
とこれから始まる学校生活への意気込みを込め、
挨拶した。

第 46回皇學館中学校入学式が、
4 月 9 日の午後からセミナー

ホールで挙行された。
　新入生23名を前に芝﨑俊也学校長
は「皇學館中学校は神宮をいただく
この伊勢の地で、日本の伝統と文化
の中心にある神道に基づき、清く、 
明るく、正しく、素直な精神を身に
つけた生徒をすべての教育活動を通して育んでいます」と述べ、「皆さん一人ひ
とり、これからはじまる学校生活の中で本校の伝統と流れる精神に触れてもら
いたいと思います。そして、本校の卒業生がよりよい社会づくりに力を尽くし
てきたこと、また力を尽くしていることをしっかりと自覚し、自分はどのよう
に力を発揮していくことができるのか、考えていってもらいたい」と期待を込
めた。
　対面式は翌10日に行われた。新入生は 2 、3 年生の先輩た
ちとの初めての対面とあって緊張した面持ちでのスタート。
しかし、校友会歓迎の挨拶に始まり、本校に関するクイズ
に先輩たちと取り組む中で気持ちがほぐれたのか、たちま
ち賑やかな交流の場となった。
　15日までの 4 日間でオリエンテーションを実施し、皇學
館の生徒としてあるべき姿や学習および生活についてのき
まりや向き合い方などを学び、皇學館中学生としての一歩を踏み出した。また、
オリエンテーション 2 日目には神宮参拝を実施した。晴天にも恵まれ、生徒た
ちは精悍な顔つきで日頃の感謝とこれからの誓いを込めて神宮に拝した。

●猿田彦神社では、お祀りされている
神様が天照大御神の天孫であること
やみちびきの神社だということなど、
たくさんの歴史について学ぶことが
できました。俵田屋では担当者様の
話を聞き、何が作られているのかに
ついて学びました。神棚などを作っ
ていてすごいと思いました。旧林崎
文庫ではとても長い階段が印象的で
した。� （ 1年生）

●俵田屋での担当の方が機械を使って
木をあっという間に削る様子は、見
ていて気持ち良かったです。旧林崎
文庫は雰囲気がとても古風で落ち着
きました。俵田屋では神棚を作って

いる会社と聞き和のイメージがあり
ましたが、ビームスという横文字の
企業と連携もしていて和洋折衷だと
思いました。� （ ２年生）

●猿田彦神社では猿田彦大神と大田命、
アメノウズメ様について教えていた
だきました。猿田彦大神は ２ｍもの
高身長で顔が赤いそうですが、瓊瓊
杵尊とその他の神々を地上に案内す
るため 7万年も待つとはとても壮大
な話だと思いました。アメノウズメ
様は縁結びの神様だということも知
ることができ、いろいろな神様につ
いて学ぶ貴重な機会となりました。�
� （ 3 年生）

全学年縦割り班で総合フィールドワークを実施
　

クラスメイトと親睦深め
全学年で春の遠足を実施

高
等
学
校

中
学
校

対面式

俵田屋で熱心にメモをとる生徒たち

宣誓する髙士草太さん

厳粛な雰囲気の中、執り行われた

新入生代表の山下さん
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時代
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学
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代

私の
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時代

アクティブ スチューデントActive Student

皇
學
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

皇
學
館

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

K
O
G
A
K
K
A
N
L
I
B
R
A
R
Y

宝
箱

皇
學
館

宝
箱

皇
學
館

◣ 

◤

人
事
異
動
　
令
和
6
年
4
月
1
日
付�

〔 

〕内
は
旧
職

◢ 

◥

令和 6年度生涯学習事業
皇學館大学 月例文化講座
年間テーマ

伊勢と御遷宮
担当●神道学科
　
場所●皇學館大学 ４31教室� 定員●各回120名【先着順】
時間●各日とも午後2時より�聴講料無料・要申込
受講方法は大学にて聴講する「対面形式」とご自宅
にて後日視聴する「オンデマンド配信」があります。

第 １回 6月8日●土 板 井 正 斉教授

伊勢の「お木曳き」行事と
伊勢の「白石持ち」行事
第 2回 7月6日●土 橋 本 雅 之教授

斎宮の文学
　澤瀉文庫の「斎宮女御集」　
第 3回 8月３日●土 松 本 　丘教授

江戸時代の神宮と式年遷宮
第 4回 9月28日●土 加 茂 正 典教授

式年造替と大嘗祭
第 5回 10月12日●土 中 山 　郁教授

聖地への案内者 　御師と先達　
第 6回 11月16日●土 髙 野 裕 基助教

近代の神宮
第 7回 12月14日●土 河 野 　訓学長

第63回式年遷宮に向けて
申込方法
右記の「二次元コード」にアクセスし、申込フォーム
に必要事項を入力の上、送信してくだ
さい。
※来学およびお電話での受付を行っておりませ
ん。あらかじめご了承ください。

お問い合わせ先  
皇學館大学 地域連携推進室� TEL０5９6-22-８635
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前
号
か
ら
連
載
を
開
始
し
た
「
皇
學
館

宝
箱
」
の
第
２
弾
。
今
回
ご
紹
介
す
る
の

は
、
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ

ー
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
「
豊
臣
秀
吉
朱
印

状
」。
前
号
で
ご
紹
介
し
た「
徳
川
家
康
御

内
書
」
と
同
様
、
山
城
淀
藩
稲
葉
家
家
臣

福
富
家
に
伝
来
し
た
古
文
書
で
あ
る
。

　
「
山
中
城
へ
今
日
廿
九
日
取
り
懸
り
」、

「
明
日
朔
日
箱
根
山
峠
へ
陣
取
り
を
為
し
、

小
田
原
表
に
至
り
手
遣
い
す
べ
く
候
」
な

ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
正
18
年
（
１
５ 

９
０
）３
月
、
豊
臣
秀
吉
が
九
州
の
戦
国
大

名
大
友
義
統
（
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
知

ら
れ
る
大
友
宗
麟
の
子
）
に
宛
て
て
、
小
田

原
北
条
討
伐
の
戦
況
を
報
告
し
た
朱
印
状

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
友
家
文
書
の

大
半
は
大
友
義
統
の
改
易
後
、
柳
川
藩
に

伝
来
し
た
が
、

福
富
家
の
先
祖

は
大
友
家
の
家

臣
吉
岡
家
に
つ

な
が
る
の
で
、

そ
の
経
緯
で
淀

藩
の
福
富
家
に

伝
来
し
た
と
思

わ
れ
る
。

　

天
正
18
年
、

秀
吉
は
北
条
討

伐
の
た
め
３
月

１
日
に
京
都
を

出
発
し
、
27
日
に
は
沼
津
に
到
着
。
29
日

に
山
中
城
を
攻
撃
し
て
こ
れ
を
落
城
さ
せ

た
。
こ
の
文
書
は
そ
の
当
日
に
出
さ
れ
た

も
の
で
、中
納
言（
豊
臣
秀
次
）が
山
中
城
を

落
城
さ
せ
、
城
主
松
田
康
永
は
も
ち
ろ
ん
、

敵
の
首
千
余
り
を
討
ち
取
っ
た
こ
と
を
報

じ
、
明
日
４
月
１
日
に
は
箱
根
山
に
陣
を

取
り
、
小
田
原
方
面
に
軍
勢
を
遣
わ
す
つ

も
り
な
の
で
、
小
田
原
落
城
は
ま
も
な
く

だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
は
こ
の

後
、
後
北
条
氏
が
小
田
原
に
籠
城
し
、
持

久
戦
と
な
っ
た
た
め
、
小
田
原
落
城
は
７

月
５
日
ま
で
延
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
天

下
統
一
」
を
目
前
に
し
た
秀
吉
の
、
血
気

に
は
や
る
意
気
込
み
の
感
じ
ら
れ
る
一
品

で
あ
る
。

 

国
史
学
科
教
授　
岡
野
友
彦

令和 ₆ 年度
研究開発推進センター行事予定
Ⅱ 古文書講座
場所◦皇學館大学 佐川記念神道博物館 

講義室   聴講料無料・要申込
定員◦各回 ₂₅名【先着順】

₆月₁₅日圡 ₁₃：₀₀～₁₄：₃₀

古代文書を読む① 
　伊賀国正税帳を読む　
講師◦荊 木 美 行（研究開発推進センター教授）

三重県ゆかりの古代文書の読解を通じて、郷土
の歴史に対する理解を深めます。今回の講座では

「伊賀国正税帳」を取り上げます。

₇月₁₃日圡 ₁₃：₀₀～₁₄：₃₀

古代文書を読む② 
　延喜伊勢大神宮式を読む　
講師◦京 泉 勇 平（研究開発推進センター助手）

三重県ゆかりの古代史料の読解を通じて、郷土
の歴史に対する理解を深めます。今回の講座では

『延喜式』の神宮関係の条文を取り上げます。

₁₀月₅日圡 ₁₃：₀₀～₁₄：₃₀

伊勢御師の中世文書①
　来田文書を読む　
講師◦小 林 　郁（研究開発推進センター助教）

伊勢神宮ゆかりの御師関係文書の読解を通じて、
神宮の歴史や伊勢信仰の実態に迫ります。

₁₁月₂₃日圡 ₁₃：₀₀～₁₄：₃₀

伊勢御師の中世文書②
　伊勢松木文書を読む　
講師◦小 林 　郁（研究開発推進センター助教）

₁₀月の講座に続き、伊勢神宮ゆかりの御師関係
文書を読解し、神宮の歴史や伊勢信仰について
考えます。

申込方法
右記の「二次元コード」にアクセスし、申
込フォームに必要事項を入力の上、₃ 日
前までにお申込みください。

お問い合わせ先  
研究開発推進センター　ＴＥＬ₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₆₆

Vol.2

皇學館大学研究開発推進センター史料編纂所所蔵・福富家
文書�❖1通❖縦46.2cm 横65.8cm❖天正18（1590）年3月29日
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廿
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懸
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本学では現在₄₃のクラブと₃ つの同好会が活動しています。
本コーナーでは注目の部活動・同好会を取り上げ、ご紹介します。部活動・同好会ファイル●

雅楽部は御神前に奉納するため、雅楽の
演奏技術を習得するとともに、敬神の念
を深め、それにふさわしい礼節を身に付
け互いに研鑽することを理念に活動して
います。主に龍

りゅう

笛
てき

、篳
ひち

篥
りき

、鳳
ほう

笙
しょう

の三管の
稽古をしており、楽曲に合わせて打ち物
や弦物の稽古も行います。また、舞の稽
古も行っています。

部　　長 板 井 正 斉
副 部 長 長谷川　 怜　　髙 野 裕 基

部 員 数 ２3名（ 4年生 7名、3年生 3名、２年生 ２名、
1年生11名）

活動日時 月〜木曜日…17：00〜1９：00
土曜日………不定期

活動場所 祭式教室

◢ 雅 楽 部
Q普段の練習内容を教えてください。
実際に奉納するときは暗譜しなければい
けないので、練習時は楽譜を見ながらみ
んなで歌い、曲を覚えます。その後、鳳
笙、篳篥、龍笛に分かれ各自で吹きます。
春期は ₁ 年生に基礎を教えることが多い
です。
Q楽器は選べるのですか？
はい、希望の楽器を選ぶことができます。

Q指揮者がいない中で、どのように音を
合わせているのですか？

「越天楽」の場合は鳳笙の音を基準に篳篥、
龍笛が入っていきます。互いの音を目印
にして演奏するので、自分だけじゃなく、
他の人の音も覚えることが大切です。
Q難しい点は？
篳篥と龍笛は最初音を出せない人がほと
んどです。鳳笙は吹けば音は出ますが、リ

ズムを保つことが難しく、指の動かし方
も覚えなければいけません。どの楽器も
音が目立つので、少しずれただけでもす
ぐわかってしまいます。
Q雅楽部に入ってよかった点は？
伝統のある部なので、神社にご奉仕や実
習に行った際、雅楽部に入っているとわ
かると共通の話題で盛り上がったりよく
話しかけられたりします。最初はわから
ないことだらけですが、段々吹けるよう
になり周りと合わせられるようになって
くると、演奏者の一人として一体感を感
じ楽しくなってきます。
Q雅楽をよく知らない人に魅力を伝える
なら？

雅楽は弦・管・打楽器で編成されるため
「世界最古のオーケストラ」と呼ばれてい
ます。演奏曲を知らなくても楽器一つひ
とつが特徴的なので見ているだけで楽し
めると思います。

実績（令和 ５ 年度）
◦神宮奉納演奏会
◦松尾大社「還幸祭」
◦「神都の祈り」御田植祭
◦明和町斎王祭り
◦大学祭祭典・ステージ
◦倭姫宮御鎮座100周年�
　記念式典
◦新穀感謝祭典式 
◦定期演奏会 など

紹介をしてくれた
委員長 三浦和真
さん（神道 3）
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神道学科

宮 田 一 秀
皇學館大学に入学したこと、

地域活動や神務実習で出会う方々、
今までもこれからも心の支えに

なってくださる神様など、
さまざまな縁を大切にし、

楽しく実りある大学生活を送りたい。

●日本に生まれたことを日本の文化や物語に触れるチャンスと捉え、それ
らに幼い頃から親しんできた。神代の昔から恵みを与えてくださる神様
のために自分ができることをしたい。

◆神宮のもとで神道を学べる環境を魅力的に思うと同時に、学生の心に
寄り添おうとする先生方の熱意を強く感じた。

●教員採用率が高かったため。野球部のリーグ成績が良かったため。

◆教員免許だけでなくさまざまな分野の免許が取得できる。就職を目指
している人には就職先の候補がたくさんあり、就職に強い印象。

国文学科

下 浦 敦 士
大学 ₄ 年間で部活・ゼミ・

就職先の社会人の方・バイトなど
これまで以上に人との関わり、

「繋がり」が多くなり、
大事にしないといけないと思うから。

●将来教員になりたいと考えています。皇學館大学は県内教員採用率が
高く、教員になるためのサポートが充実していると考え、志望しました。

◆教員志望の学生が多く、同じ夢を目指す者として刺激を受ける機会が
多いです。

国史学科

井 土 井 崇

大学生活を有意義なものにするため、
ゼミやバイトなど

今まで経験したことがないことに挑戦し、
将来に生かしたいです。

●オープンキャンパスに参加したとき、日本の歴史や文化を英語で説明
する能力を身に付けられると聞きました。私の住んでいる明和町斎宮
の魅力を日本だけでなく、海外の人にも伝えたいと思います。

◆学生と先生との距離が近く、気軽に相談できることがよいと思いま�
した。

コミュニケーション学科

山 本 志 音

今までは新しいことに挑戦する時、
周りの目や失敗を恐れていましたが、

これからは深く考え過ぎず
行動したいです。

●将来、数学の教員を目指していて、本学の数理教育コースの理念にとて
も合っていると思ったからです。また、皇學館大学は手厚いサポートが
あり、地元の教員採用率もトップの実績があるからです。

◆自然豊かで地域の人 と々の交流が盛ん。

教育学科

植 田 真 帆

学業面だけでなく、
さまざまな事に挑戦し、
皇學館大学で光りたいと

思うから。

●地域に貢献できる公務員になりたいから。

◆勉強も運動も両立できそうな、活気あふれる大学。

現代日本社会学科

松 田 一 華
勉強はもちろん、部活動や

プライベートを充実させたり、
さまざまなことに挑戦し、

多くの人と出会い、
何事も全力で楽しめる

大学生活を送りたいです。

鳳笙は呼気によって内部
が結露しやすい。水分を
含んだままにしておくと壊
れる原因になるので、電
気コンロであぶり水分を
飛ばす

倉陵祭（Ｒ5）の様子。女子は1年生から、
男子は3年生から舞を習う

鳳笙、篳篥、龍笛の3種に分かれて練習する

No.1

高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな 
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。
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